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第155号2021年（令和3年）5月1日（土）

一般会計473億8,888万円
使い道をチェック！ 可

決

　令和3年度一般会計予算は473億8,888万円で、前年度比0.8％増、３億5,988万円増と

なりました。市税の減収や感染症対策費の増加などにより、予算のついた事業だけでなく、

延期や縮小した事業にも注目し、本予算が市民の暮らしによりよいものか審議しました。

　基本計画事業の79事業が事業執行時期の見直しや事業費の縮減、特定財源の確保などで財源調整を図っ

たとのことでした。なお、その中で令和3年度の実施予定を、繰り延べにした事業として、次の4つが示され

ました。（事業費約3.1億円）

　　◎公共施設解体事業（金田公民館）　◎パークベイプロジェクト推進事業(吾妻公園整備) 

　　◎生涯学習バス車両更新事業　　　◎ＪＲ巌根駅整備事業（令和3年度実施予定分）

保育士確保対策事業費　4,700万円　
　市立保育園の保育士不足を改善するため、人材派遣等の民間活力を活用した
保育士確保を行います。
　Ｑ　待機児童数の解消に向けた取り組みは？
　Ａ　待機児童解消に向け、 ①民間活力を活用した保育士の確保　②民間保育施設の整備への補助　
③公立保育園の民営化　の対策を引き続き取り組む。
（令和3年4月1日現在の待機児童数90人）

子ども医療費助成事業費　3億7,508万８千円　　　
　保護者の経済的負担を軽減するため、中学校3年生までを対象として、保険診療自己負担分に対し、助成を行います。
（自己負担額は200円、または0円）
　Ｑ　令和2年度の当初予算と比較して、大幅に減額となっている理由は？
　Ａ　コロナ禍でマスク着用、手洗い等の感染予防が普及したことにより、医療機関の利用が減り、令和2年度の実績
で助成額が大幅に減額となったため。
（令和2年度の実績：前年度比約7,700万円の減額）

学校水泳指導民間活力導入事業費　１千万円
　プールが使用不可能となってる小学校（畑沢小、高柳小、金田小）の水泳授業を
民間に委託し、実施します。
　Ｑ　プールを建設する場合と民間に委託をする場合の経費の差は？
　Ａ　今後30年間の１校あたりで比較すると、建設の場合は、維持管理費を含め約２億３千万円、民間委託の場合は約
1億5千万円と見込んでいる。

広報委員
取材メモ

子育て支援 子育てにやさしいまちに

学校教育の充実 魅力あふれる学校に
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第155号 2021年（令和3年）5月1日（土）

【特集】令和３年度当初予算
「みんなの税金」

木更津駅東口ロータリー改善事業費　500万円　
　木更津駅東口ロータリーの混雑緩和に向けて、道路の拡幅整備を行います。
　Ｑ　具体的な整備内容は？
　Ａ　タクシープールの出入口の一部を、車両の通行スペースに拡幅する予定である。
あわせてロータリー内の配置の再編を検討していく。

騒音・振動対策費　434万５千円　
　羽田空港や陸上自衛隊木更津飛行場に関する航空機の騒音や主要道路の振動を調査します。
　Ｑ　毎年実施している事業だが、令和3年度も同じ内容か？
　Ａ　木更津飛行場の航空機に関する調査の中に、低周波についての測定を加えた。

生活環境の充実 住みやすいまちに

道の駅維持管理運営費　2,953万７千円
　道の駅「木更津 うまくたの里」の維持管理運営費として、指
定管理者に支払う指定管理料です。
　Ｑ　道の駅の収支の状況は？
　Ａ　指定管理料として約2,926万円支払ったが、道の駅の令
和元年度売り上げ実績は約6億7千万円となった。協定により市
へ実績に応じた約3,994万円が納付されたため、約1,070万円
の黒字であった。

産業振興 まちのにぎわいを

高齢者タクシー利用助成事業費　５２１万４千円
　移動手段を持っていない７５歳以上の高齢者世帯や６５歳以上～
７４歳以下の運転免許証自主返納者に対して、申請によりタクシー
利用券を交付します。
　Ｑ　事業の開始時期とタクシー利用券の交付枚数は？
　Ａ　令和３年７月の開始を予定しており、500円分のタクシー利
用券を１月あたり３枚交付する。
※令和３年度は最大27枚綴り（月３枚×９か月分）

高齢者支援 住み続けたいまちに

　3日間にわたり書類審査を
行い、執行部に質疑を行うとと
もに、事務事業に関する改善
要望等を行いました。
（質疑466件、要望71件）

◎重城　正義　〇草刈　慎祐
　佐藤　修一　　石井　徳亮
　永原　利浩　　座親　政彦
　田中　紀子　　斉藤　高根
　大村　富良

委員構成
◎委員長　〇副委員長　

予算審査特別委員会

......................................................

審査の様子



　

生
産
者
の
協
力
を
得
て
、
農
薬
・
化
学
肥
料
を
一

切
使
用
し
な
い
栽
培
方
法
に
よ
り
生
産
し
た
お
米

「（
仮
称
）き
さ
ら
づ
学
校
給
食
米
」を
全
公
立
小
中

学
校
の
学
校
給
食
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
約
１
７
，０
０
０
㎏
の
お
米
を
収

穫
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
公

立
小
中
学
校
の
米
飯
給
食
の一ヵ

月
分
に
な
り
ま
す
。
将
来
的
に

は
、
米
飯
給
食
の
全
量
を
賄
う

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
先
を

募
集
し
て
い
た
実
業
家
の
前
澤

友
作
氏
へ
本
取
り
組
み
を
提
案

し
た
結
果
、全
国
１
５
０
の
自
治

体
の
ひ
と
つ
と
し
て
選
ば
れ
、５

０
０
万
円
が
寄
附
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
寄
附
金

を
原
資
と
し
て
、き
さ
ら
づ
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
給
食
基
金
を
設
置
し
、

取
り
組
み
に
充
て
て
い
き
ま
す
。

　

20
歳
未
満
の
障
が
い
児
を
介
護
し
て
い
る
市
内

在
住
の
方
を
対
象
に
、４
月
・８
月
・
12
月
の
年
３
回
、

心
身
障
害
児
童
福
祉
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
手
当
の
受
給
権
が
消
滅

し
た
場
合
に
、
障
が
い
福
祉
課
窓
口
へ
申
請
を
す
れ

ば
、
４
月
・
８
月
・
12
月
以
外
で
も
、
迅
速
に
手

当
て
を
支
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
パ
ー
ク
ベ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
の
工
事
が

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
公
園
内
の
施
設
整
備
（
駐

車
場
・
園
路
・
広
場
・
植
栽
等
）
は
、
代
表
企
業

大
和
リ
ー
ス

（
株
）
が
行
い

ま
す
。

　

整
備
後
の

施
設
が
、
市

の
財
産
と
な

る
こ
と
を
議

会
で
承
認
し

ま
し
た
。
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第155号2021年（令和3年）5月1日（土）

議案審議

何
が
変
わ
る
？
　
仕
組
み
が
変
わ
る
！
　
暮
ら
し
が
変
わ
る
！

議
案
第
７
号　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
基
金
の
設
置

寄
附
金
を
活
用
し
、

有
機
米
の
小
中
学
校
米
飯
給
食
を
促
進

議
案
第
22
号　
心
身
障
害
児
童
福
祉
手
当
の
改
正

「
心
身
障
害
児
童
福
祉
手
当
」

受
給
権
消
滅
の
場
合
、支
給
を
迅
速
に

議
案
第
31
号　
財
産（
工
作
物
）の
取
得

鳥
居
崎
海
浜
公
園
で
事
業
者
が
整
備
し
た

駐
車
場
・
園
路
・
広
場
等
は
市
の
財
産
に

▶「受給権の消滅した場合」は、
・障がい児が満20歳に達したとき
・対象の障がいに該当しなくなったとき
・保護者が本市から転出した場合　など

心身障害児童福祉手当
20歳未満の障がい児
（身体障害者手帳１級から3級
または療育手帳ⒶからBの１）
を介護している市内在住の方
※障害児福祉手当の受給者を除く

対象者

給付額 障がい児１人につき、月額4,000円

令和3年３月
事業者との契約

5月～令和4年3月
整備工事

令和4年3月
開業予定

3～5月
関係機関と協議
着工準備

令和３年３月定例会で審議された議案等を
公開しています。

7,500万円
国, 17%

1億2,300万円
市, 28%

2億4,000万円
民間, 55%

整備費負担割合



　令和３年３月13日のダイヤ改正により内房線で導入されたワンマン運転について、不測の事態が発生した
場合には、見直し等の行政指導を行うよう国に対応を求めるものです。
※ワンマン運転…車掌が乗務せず、運転士１人による運行方法

　国は、2022年度までに年収200万円以上などの75歳以上の高齢者が医療機関の窓口で支払う自己負
担額を、現行の１割から２割に引き上げることとしています。軍事費の削減や、大企業や富裕層への課税
強化等で財源を確保し、1割負担を継続するよう国に対応を求めるものです。

　後期高齢者医療制度の医療費は、窓口での自己負担額を除き、高齢者の保険料約1割、国・県・市の公
費約5割、現役世代が支払う後期高齢者支援金約4割で賄っています。今回の見直し背景には、団塊の世
代が７５歳に到達する令和４年度から現役世代の負担増加が見込まれていることがあります。
　高齢者の方々の生活が苦しくなっている中、高齢者の負担増ではなく、公費で対応するべきという意見
がありましたが、委員会・本会議ともに賛成少数により、不採択としました。

※趣旨採択…願意については十分理解できるが、実現することが困難な場合などに、その趣旨には賛成とすること

　ＪＲ東日本では、少子高齢化の影響により、内房線利用者が減少傾向にあることや、今後は現状より従業員
の確保が困難となることが想定されることから、限られた人員や資金で運行を維持して行くため、新型車両
の導入に合わせ、ワンマン運転を開始しました。
　安全運行を求める観点から陳情に賛成の意見がありましたが、委員会・本会議ともに賛成少数により、不
採択としました。

陳情第１号　ＪＲ内房線へのワンマン運転導入に関する陳情書　
陳情者　　 内房線と地域を守る会　 代表　松苗 禮子さん

　新型コロナウイルス感染症対策への財源確保のため、令和2年6月から令和3年3月まで議員
報酬を月額10％削減してきました。地域経済等の悪化により、税収が減少していることから、
令和３年９月30日まで10％の削減を延長しようとするもので、全会一致で可決しました。

発議案第１号　木更津市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部
　　　　　　 を改正する条例の制定

　様々な方々の市議会への参画を促進し、男女にかかわらず活動しやすい環境整備を図る観
点から、本会議や委員会への欠席事由として、育児、看護、介護等を規定します。また、出産
についても、産前・産後の期間を規定しようとするものです。
　併せて、行政手続きにおいて原則として押印を廃止する国の動向を踏まえ、市議会への請
願等に関する署名押印の見直しを行おうとするもので、全会一致により可決しました。

発議案第２号　木更津市議会会議規則の一部を改正する規則の制定

陳情第２号　７５歳以上の医療費窓口負担について原則１割負担の継続を求める陳情書
陳情者　　 社会保障推進千葉県協議会　会長　鈴木 徳男さん 他
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陳　情

議員発議

.......................................................................................................................................................................

.......................................................................................................................................................................

交通政策特別委員会協議会

陳情者の趣旨説明、質疑

教育民生常任委員会協議会

陳情者の趣旨説明、質疑

教育民生常任委員会

執行部の参考意見を聞いて審査

本会議で委員会の

結果報告後、審議

交通政策特別委員会

委員から趣旨採択の提案

交通政策特別委員会

陳情原案の審査

本会議で委員会の

結果報告後、審議

不採択 不採択

不採択 不採択

可 決

可 決

不採択
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.........................................................................................................................................................................

議員が聞いた！ 今とこれから

代表質問
問　
政
府
は
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
す
る
た
め
、今
年
の
秋
に
デ
ジ

タ
ル
庁
を
創
設
す
る
。

こ
う
し
た
国
の
取
り
組
み
は
市
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か

答　
国
は
、令
和
２
年
12
月
25
日
に

「
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
」

を
閣
議
決
定
す
る
と
と
も
に
、「
自

治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計
画
」を
公
表
し

て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
本
市
で
は
、オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
の
拡
充
や
業
務
用
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
、テ

レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
、キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
な
ど
を
進
め
る

と
と
も
に
、地
域
の
情
報
化
に
も
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、国
が
示
し

た
推
進
計
画
の
中
で
は
、地
方
自
治

体
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て
、

自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
・
共
通
化
や
行
政
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
促
進
な
ど
を
示
す
と
と
も

に
、併
せ
て
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
や
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
に
も

取
り
組
む
よ
う
求
め
て
い
る
。

　
こ
の
推
進
計
画
を
実
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、現
在
窓
口
な
ど
で
行
っ

て
い
る
手
続
き
の
多
く
が
、大
き
く

様
変
わ
り
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、令
和
３
年
度
に
、市
行

政
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
調
整

す
る
組
織
を

新
設
し
、
必

要
な
対
応
を

行
っ
て
い
く
。

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
代
表　
斉
藤 

高
根　
議
員

デ
ジ
タ
ル
庁
創
設
を
踏
ま
え
た
、　
　
　

市
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
は

キャッシュレス決済

問　
納
税
方
法
は
大
き
く
分
け
る

と
４
つ
の
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
に
係

る
市
の
費
用
を
伺
う

答　
金
融
機
関
窓
口
25
・
３
円
約

12
万
７
千
件
約
３
２
２
万
円
、口
座

振
替
17
・
６
円
９
万
件
約
１
５
８
万

円
、コ
ン
ビ
ニ
68
・
２
円
14
万
６
千

件
約
９
９
２
万
円
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
68
・
２
円
29
件
約
２
千
円
。

問　
今
後
の
あ
り
方
を
伺
う

答　
経
費
が
最
も
安
価
で
あ
る
口

座
振
替
を
利
用
し
、納
期
限
内
に
納

付
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
あ
ら
ゆ
る

方
法
で
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、

滞
納
繰
越
を
無
く
す
た
め
、現
年
課

税
分
の
徴
収
を
徹
底
す
る
。

問　
本
年
１
月
か
ら
実
施
さ
れ
た

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
納
税
で
は
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
現
状
の
詳
細
を
伺
う

答　
ペ
イ
ペ
イ
は
0.5
％
か
ら
1.5
％
、

ラ
イ
ン
ぺ
イ
は
ビ
ザ
ラ
イ
ン
ペ
イ
カ

ー
ド
限
定
で
あ
る
が
１
％
か
ら
３
％

付
与
さ
れ
る
。

問　
30
万
円
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
納
税
す
る
と
カ
ー
ド
に
も
よ
る
が

４
９
２
円
お
得
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

こ
の
秋
導
入
予
定
の
ア
ク
ア
コ
イ
ン

納
税
で
は
３
千
円
お
得
に
な
る
場
合

が
あ
る
。
今
後
の
あ
り
方
を
伺
う

答　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
納
税

者
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
の

で
、ま
ず
は
ア
ク
ア
コ
イ
ン
納
税
を

実
施
し
、ク

レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
に
つ
い

て
は
国
県
他

市
の
動
向
を

注
視
し
、
検

討
す
る
。

羅
針
盤
代
表　
鶴
岡 

大
治　
議
員

税
金
は
納
税
方
法
を
変
え
る
だ
け

で
お
得
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

スマートフォン等による納税方法

紙面の都合上、質問議員が大項目１点を選び、質問と答弁を掲載しています。
各議員の顔写真下のＱＲコードから質問と答弁の動画をご覧いただけます。

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です

３月定例会では、新型コロナウイルス感染症対策
として質問時間を90分から50分に短縮しました。
会派の代表４人が大項目14点、小項目68点にわ
たり、代表質問を行いました。
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問　
各
学
校
に
お
い
て
は
１
人
１
台

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
が
進
ん
で
い
る

が
、学
校
に
通
う
こ
と
が
難
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
へ
の
支

援
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

答　
不
登
校
を
は
じ
め
と
す
る
学

校
に
通
う
こ
と
が
難
し
い
児
童
生

徒
に
お
い
て
は
、保
護
者
と
確
認
の

上
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り
も
可

能
と
し
、家
庭
で
の
活
用
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
イ

ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ
ド
リ

ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、１
人
ひ
と

り
に
あ
っ
た
学
習
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
学
習

支
援
ア
プ
リ
を
使
え
ば
、学
校
か
ら

の
課
題
の
提
示
、児
童
生
徒
か
ら
の

提
出
な
ど
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う

に
家
庭
で
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と

で
、学
校
に
通
う
こ
と
が
難
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
に
、で

き
る
限
り
の「
学
び
の
機
会
の
保
障
」

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
支
援
が
必
要
な
要
保
護
・
準

要
保
護
世
帯
へ
の
通
信
費
の
支
給

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か

答　
要
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
家
庭
学
習
を
行

う
際
、
自
宅
で
の
新
た
な
通
信
費

の
負
担
が
生
じ
た
場
合
に
は
実
費

支
給
す
る
。
ま
た
、
準
要
保
護
世

帯
に
つ
い
て
も
、
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、

生
活
保
護

世
帯
に
準
じ

る
こ
と
が
で

き
る
か
検

討
す
る
。

公
明
党
代
表　
竹
内 

伸
江　
議
員

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
に

「
学
び
の
機
会
の
保
障
」を

学校に導入したタブレット

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
か
し
た
教
育
の
充

実
に
向
け
て
、児
童
生
徒
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
効
果
的
に
活
用
す

る
た
め
に
、電
子
黒
板
を
導
入
す
る

考
え
が
あ
る
の
か
伺
う

答　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実

現
に
向
け
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
が
完

了
し
た
。
来
年
度
全
ク
ラ
ス
へ
電
子

黒
板
を
設
置
す
る
。

問　
電
子
黒
板
の
設
置
で
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
伺
う

答　
質
の
高
い
学
習
資
料
の
掲
示
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
に
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
学
校
生
活
の
安
心
安
全
確
保
の

た
め
、学
校
の
周
囲
の
フ
ェ
ン
ス
等

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
を
整
備

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
伺
う

答　
防
犯
対
策
と
し
て
、フ
ェ
ン
ス

等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
学
校
は
立

入
禁
止
の
看
板
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

等
を
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

地
域
の
実
情
や
周
囲
の
環
境
な
ど
を

勘
案
し
、関
係
部
局
と
協
議
す
る
。

問　
登
下
校
時
の
安
全
に
つ
い
て
、

中
郷
小
学
校
前
の
県
道
木
更
津
根

形
線
や
波
岡
小
学
校
前
の
市
道
１

３
５
号
線
の
歩
道
整
備
の
計
画
と

進
捗
に
つ
い
て
伺
う

答　
県
道
木
更
津
根
形
線
の
歩
道

拡
幅
工
事
は
用
地
取
得
が
残
り
２

件
で
あ
る
。
市
道
１
３
５
号
線
は
両

側
歩
道
拡
幅

の
整
備
に
向

け
、
今
年
度

か
ら
用
地
取

得
の
調
査
に

着
手
し
て
い

る
。

扶
桑
ク
ラ
ブ
代
表　
石
川 

富
美
代　
議
員

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

本会議の中継
　本会議の様子を生中継（当日のみ）、
録画中継で公開しています。

議員の情報
連絡先等を公開しています。

◆ 一般質問とは、議員が市の事務の状況や今後の方針などを問いただし、市民のための適切な市政
　 運営が行われているかをチェックするものです。９月、３月定例会では、議員個人による質問に加え、
　 会派の代表による代表質問も実施しています。
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議員が聞いた！ 今とこれから

一般質問

田
中 

紀
子　
議
員

市
政
協
力
員
の
職
務
の
対
象
者
は

自
治
会
加
入
世
帯
で
い
い
の
か

問　
自
主
防
災
組
織
の
構
成
世
帯
と
は

答　
設
立
し
た
地
区
全
体
を
網
羅
す
る
、防

災
活
動
の
中
心
的
な
組
織
。
生
活
環
境
を

共
有
し
て
い
る
地
区
の
方
々
で
構
成
す
る
。

問　
昨
年
度
か
ら
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
市

政
協
力
員
の
職
務
の
対
象
者
は
だ
れ

答　
主
に
自
治
会
加
入
世
帯
で
あ
る
。

問　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
要
支
援
者

は
、災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

で
地
域
力
が
問
わ
れ
る
。
市
と
し
て
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
は

答　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
市
内
全
地
区
に
で
き
た

ら
、市
政
協
力
員
や
自
治

会
へ
の
交
付
金
額
や
職
務

の
対
象
な
ど
支
援
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

渡
辺 

厚
子　
議
員

い
の
ち
を
守
る
学
び
と
し
て
、

防
災
教
育
の
強
化
を

問　
災
害
頻
発
国
の
日
本
に
お
い
て「
防

災
・
減
災
」は
最
重
要
の
課
題
で
あ
る
と
思

う
が
、学
校
で
は
防
災
教
育
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か

答　
児
童
生
徒
へ
の
予
告
な
し
の
訓
練
や
、

１
次
避
難
に
特
化
し
た
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
訓
練
、

津
波
を
想
定
し
た
屋
上
へ
の
避
難
訓
練
や
保

護
者
へ
の
引
き
渡
し
訓
練
等
を
行
っ
て
い
る
。

問　
防
災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
つ

い
て
の
考
え
は

答　
現
在
育
成
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
地
域

の
防
災
力
向
上
の
た

め
に「
担
い
手
」「
つ

な
ぎ
手
」で
あ
る
ジ

ュ
ニ
ア
世
代
の
育
成

は
、
た
い
へ
ん
有
効

な
取
り
組
み
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

荒川区立中学校防災部の活動

重
城 

正
義　
議
員

令
和
３
年
度
か
ら
の
次
期
介
護

保
険
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

問　
現
計
画
か
ら
の
変
更
点
や
策
定
に
あ

た
っ
て
検
討
し
た
事
項
は
何
か

答　
「
地
域
で
と
も
に
支
え
あ
い
、安
心
し

て
健
や
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

〜
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進

〜
と
い
う
基
本
理
念
等
、現
行
計
画
を
維
持

し
つ
つ
、団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が
65
歳
以
上
と
な
る

２
０
４
０
年
も
見
据
え
た
取
り
組
み
や
認
知

症
施
策
推
進
大
綱
を
踏
ま
え
た
認
知
症
施

策
の
推
進
、介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
施
策

の
充
実
な
ど
、本
市
の
実
情
に
応
じ
た
計
画

と
し
て
い
る
。

問　
施
設
整
備
は

答　
広
域
型
特
養
１

施
設
と
清
川
圏
域
で

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
１
施
設
の
整
備

を
考
え
て
い
る
。

介護事業所の様子

一般質問の全文（会議録）
　令和３年３月定例会の会議録は令和３年6月上旬に公開予定です。
　また、図書館、各公民館でも閲覧することができます。

３月定例会では、新型コロナウイルス感染症対策
として質問時間を60分から50分に短縮しました。
個人８人が大項目18点、小項目87点にわたり、
一般質問を行いました。

自治会
未加入者

市政協力員の
職務の対象 自主防災組織
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堀
切 

俊一　
議
員

子
ど
も
達
や
市
民
を
守
る
た
め

江
川
総
合
運
動
場
の
安
全
性
を
問
う

問　
江
川
総
合
運
動
場
の
上
空
は
年
平
均
で

約
２
万
８
，４
４
８
回
、米
軍
機
及
び
自
衛
隊

機
が
飛
行
し
て
い
る
。
運
動
場
は
少
年
ス
ポ

ー
ツ
等
の
利
用
が
考
え
ら
れ
る
が
、こ
の
上
空

の
下
で
子
ど
も
達
に
活
動
さ
せ
て
良
い
の
か
。

　
市
で
は
危
機
管
理
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か

答　
万
が一、
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
に
努
め
る
。

問　
事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
。
万

が一が
起
き
な
い
よ
う
に
私
は
毎
回
議
会
で

取
り
上
げ
て
い
る
。

万
が
一
の
場
合
が
あ

る
と
の
認
識
か

答　
万
が一の
無
い
よ

う
に
、施
設
の
点
検
・

整
備
に
努
め
て
い
く
。

問　
緊
急
時
、
人
が
向
か
う
先
は
備
蓄
倉

庫
で
は
な
く
避
難
所
で
あ
る
。よ
っ
て
現
在
、

備
蓄
倉
庫
に
あ
る
簡
易
ト
イ
レ
、小
型
発

電
機（
予
備
燃
料
）等
、す
ぐ
に
必
要
と
な

る
物
は「
避
難
所
に
常
時
保
管
」を
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、小
型
発
電
機
、通
信
機
等

の
動
作
確
認
の
回
数
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、

平
常
時
に
動
作
確
認
を
行
う
考
え
は

答　
そ
の
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
。

問　
聴
覚
、
言
語
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

が
１
１
９
番
通
報
す
る
際
、言
語
を
使
用
せ

ず
と
も
居
場
所
を
正
確
に
通
報
で
き
る「
ネ

ッ
ト
１
１
９
」を
該
当
者
に
積
極
的
に
周
知

す
る
べ
き
と

考
え
る
が
、

い
か
が
か

答　
普
及
に

努
め
る
。

問　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
介
護
保
険
料

の
減
免
状
況
を
伺
う

答　
令
和
３
年
２
月
末
時
点
で
61
名
の
減

免
を
行
っ
て
い
る
。

問　
来
年
度
、第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
保
険
料
が
標
準
月
額
で
５
，５
８
０
円
と
な

る
予
定
で
あ
る
。
第
１
期
の
と
き
の
標
準
月

額
は
２
，７
８
１
円
で
あ
り
、20
年
で
倍
の
保

険
料
で
あ
る
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己

負
担
は
原
則
１
割
だ
が
、所
得
に
よ
っ
て
は
２

割
か
ら
３
割
の
負
担
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
、保
険
料
抑
制
の

手
立
て
は
取
っ
た
か

答　
介
護
給
付
費
準

備
基
金
か
ら
４
億
円

を
取
り
崩
し
、
介
護

保
険
料
の
上
昇
幅
の

抑
制
を
図
る
予
定
。

木更津駐屯地の発着回数

.........................................................................................................................................................................

高
橋 
て
る
子　
議
員

施
策
に
係
る
コ
ス
ト
や
職
員
数
の

把
握
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か

問　
職
員
の
人
件
費
が
増
加
し
て
い
る
。

時
間
外
勤
務
状
況
を
見
て
、職
員
の
適
正

配
置
の
評
価
と
今
後
の
考
え
を
伺
う

答　
各
課
長
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
配

置
を
調
整
し
て
い
る
。
時
間
外
勤
務
の
縮

減
に
は
苦
慮
し
て
い
る
が
、
発
生
要
因
の
分

析
や
個
人
の
働
き
方
に
注
目
し
た
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
時
代
を
考
え
る

と
安
易
な
職
員
増
は
で
き
な
い
の
で
、
個
人

の
意
識
改
革
を
強
く
求
め
て
い
く
。

問　
意
識
改
革
だ
け
か
。
ツ
ー
ル（
手
段
）

も
デ
ー
タ（
推
論
す

る
た
め
の
情
報
）も

な
い
と
い
う
こ
と
か
。

ら
づ̶

Ｂ
ｉｚ
に
相
談

し
て
は
ど
う
か

答　
幅
広
い
視
点
を

も
っ
て
取
り
組
む
。

産業・創業支援センターらづ-Biz

永
原 

利
浩　
議
員

必
要
な
も
の
は
避
難
所
に

ネ
ッ
ト
１
１
９
の
紹
介
を
積
極
的
に

ネ
ッ
ト
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

鈴
木 

秀
子　
議
員

介
護
保
険
料
の
抑
制
に
向
け
て
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座
親 
政
彦　
議
員

木
更
津
市
第
３
次
地
域
情
報
化

推
進
プ
ラ
ン
の
大
幅
な
見
直
し
を

問　
初
年
度
の
取
り
組
み
評
価
は

答　
現
在
確
認
中
で
、
取
り
ま
と
め
後
に

公
表
し
た
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
化

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
、
本
市
の
状

況
等
を
改
め
て
整
理
し
、
国
の
方
針
等
を

踏
ま
え
た
地
域
情
報
化
の
方
向
性
を
明
確

化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
令
和
３
年
度
の
取
り
組
み
課
題
は

答　
昨
年
12
月
に
国
が
策
定
し
た「
自
治
体

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進

計
画
」等
を
踏
ま
え
、第
３
次
地
域
情
報
化

推
進
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
い
、行
政
手
続

の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
や
地
域

社
会
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
加

速
し
た
い
。

第
３
次
地
域
情
報
化
推
進
プ
ラ
ン

※表の見方　○：賛成　●：反対　－：議長のため採決に加わっていません　欠：欠席

賛否のわかれた議案等をお知らせします
他43件の議案等は、原案どおり全会一致で可決しました。

６月定例会の特別委員会の開催日時は現在
未定です。
詳しくは、議会事務局（電話 23‐7185）へ
お問い合わせください。

●声の市議会だよりについて
視覚障がい者を対象に市議会だよりを録音したＣＤを
貸し出しています。また、市議会ホームページからも
「声の市議会だより」をお聞きいただけます。

●本会議のインターネット中継について
本会議の映像（生中継及び録画中継）をインターネッ
トでもご覧いただけます。

URL：　http://www.city.kisarazu.lg.jp/shigikai/eizo/
　　　 1003184.html

番号 件名
議
決
結
果

佐
藤
　
修
一

神
蔵
　
五
月

堀
切
　
俊
一

石
川
富
美
代

石
井
　
徳
亮

竹
内
　
伸
江

草
刈
　
慎
祐

永
原
　
利
浩

座
親
　
政
彦

渡
辺
　
厚
子

田
中
　
紀
子

鶴
岡
　
大
治

重
城
　
正
義

鈴
木
　
秀
子

平
野
　
卓
義

斉
藤
　
高
根

國
吉
　
俊
夫

白
坂
　
英
義

大
村
　
富
良

高
橋
て
る
子

大
野
　
俊
幸

石
井
　
　
勝

三
上
　
和
俊

近
藤
　
　
忍

議 案
第 １ 号 専決処分の承認を求めることについて

原案
承認 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 -

議 案
第 １ １ 号 令和３年度木更津市一般会計予算

原案
可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 -

議 案
第 １ ２ 号 令和３年度木更津市国民健康保険特別会計予算

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議 案
第 １ ３ 号 令和３年度木更津市後期高齢者医療特別会計予算

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議 案
第 １ ４ 号 令和３年度木更津市介護保険特別会計予算

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議 案
第 ３ ６ 号

民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法
律に規定する特定事業に係る契約の変更契約の締結について

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議 案
第 ３ ８ 号

木更津市、君津市、富津市、袖ケ浦市、鴨川市、南房総市及び
鋸南町広域廃棄物処理事業協議会規約の一部を改正する規約に
関する協議について

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議 案
第 ４ ０ 号 令和２年度木更津市一般会計補正予算（第１０号）

原案
可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 -

議 案
第 ４ ７ 号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議 案
第 ４ ９ 号

木更津市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

陳 情
第 １ 号 ＪＲ内房線へのワンマン運転導入に関する陳情書

不
採択 ● ● 〇 ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● -

陳 情
第 ２ 号

７５歳以上の医療費窓口負担について原則１割負担の継続を求
める陳情書

不
採択 ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● -

次
回
６
月
定
例
会（
予
定
）

日

21
本会議あ
（初日）

22
本会議あ
（初日）

23
本会議

（議案審議）
（閉会）

24
本会議あ
（初日）

25
本会議あ
（初日）

20 26

14
本会議あ
（初日）

15
総務常任
委員会

16
教育民生
常任委員会

17
建設経済
常任委員会

18
本会議あ
（初日）

13 19

7 8 9 10 116 12

30
本会議あ
（初日）

1
本会議あ
（初日）

2
本会議あ
（初日）

3
本会議
（開会）

4
本会議あ
（初日）

30 5
月 火 水 木 金 土

本 　 会 　 議
（ 一 般 質 問 ）
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委員会の所管事項調査

オンライン会議

市民の声

編集会議の様子

　基地政策特別委員会では、所管事項について現地調査を行いました。
・調 査 日 　令和 3年 3月8日（月）
・調査項目　陸上自衛隊Ｖ―２２オスプレイの状況について
・調査概要　木更津駐屯地の格納庫において、陸上自衛隊の隊員より、まずＶ－２２オスプレイの暫定配備
　　　　　　までの経緯等の説明を受け、その後、実機を確認しながら、機体性能の説明を受けました。

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止に
向けて、多くの企業や団体において、テレ
ワークの推進やオンライン会議の導入が行わ
れています。
　このたび市議会だよりの編集会議も、オ
ンライン方式で開催しました。初めての委員
も、会議の回を重ねるごとに慣れ、災害時
にも活用できるのではと意欲的に取り組んで
います。

市議会だより第１５4号へのご意見、ご感想ありがとうございました。
計１５件 （はがき９件、メール４件、ＦＡＸ１件、電話１件）

●一般質問の文字、ＱＲコードが大きくなり見やすくなった
●表紙とTopics、読んでいて楽しくなった
●質問の様子がわかる質問席での写真も良いと思った
●新庁舎に関する市議会の考えがわかった。財政負担が軽くなるので、庁舎を建設しないとの決定は 
　良いと思う。庁舎及び議会機能に関しても良いと思う
●限界集落が増えようかとしている昨今、市街化調整区域の見直しは必要と考える

◆表紙の写真について、記念写真のような撮り方より、活動の様子がわかる写真の方が良いと思った
　⇒手元の作業が中心のほうきづくりを紹介するのに苦労しました
◆議会質問のその後も知りたいと思った⇒他市の事例なども参考に検討します
◆大規模災害発生時の図解について、絵や写真を加える内容になると、理解しやすくイメージアップ
　になるように感じた⇒これからもわかりやすい紙面づくりを進めます
◆一般質問の答弁者が誰なのか、役職を明記できないか
　⇒答弁者がだれであっても、木更津市の答弁であるという見解です
◆賛否のわかれた議案について、質疑と答弁があったのなら載せてほしかった
　⇒今回はP.5の陳情について、審議経過がわかるように工夫して掲載しました

良
か
っ
た
点

ご
意
見
と
広
報
委
員
の
見
解
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市議会だよりへのご意見・ご感想はこちら 「市議会だよりへの意見・感想」

① 関心があったもの は どれですか。（複数可）

日々の活動風景

② （表紙とTopics）市民への取材記事のご感想

③ 市議会だよりに関するご意見・ご感想
こちら編集会議

※いただいたご意見等は、市議会だよりに掲載する
　場合があります。また、回答が必要な場合、お名前
　とご連絡先をお書きください。

木更津市議会広報委員会　◎委員長  〇副委員長
　◎田中　紀子　〇石井　徳亮　　神蔵　五月
　　堀切　俊一　　石川富美代　　鶴岡　大治

　いただいたご意見は今後の紙面づくりの参考にし、
議員で情報共有します。また、市政に関することは執
行部に届けました。市議会だよりのご意見・ご感想を
お待ちしています。

メール）
電　話）
ＦＡＸ）
ハガキ）

宛　先）

gikai@city.kisarazu.lg.jp
0438-23-7185
0438-22-4734
右の部分を切り取って、官製はがき
の裏面にのり付けして投函
〒292-8501木更津市富士見1-2-1
市議会事務局　あて



Topics

　「太田山には300本の桜がある。桜を活かしたい」
そう話すのは、木更津市協働のまちづくり事業に

参画している「太田
山公園・恋の森をき
れいにする会」の代
表の加瀬隆さん。
　10年間ひとりで太

田山の環境整備をしていた現副会長の生原昭信さ
んの活動に賛同し、現在は28人の会員と桜の広場、
房州石の広場など７つの広場を月ごとに清掃して
います。

　そのほかにも、文
化財巡りウォークラ
リーや植物観察会を
実施するなど幅広い
活動を行っています。

　「ホームページを立ち上げたら
学生の参加が増えた」「清掃して
いたらいつもごくろうさまと声を
かけてもらえるようになった」と
うれしそうに話していました。
　太田山公園の今後については、
「風通しを良くし、以前のように、ハスや水芭蕉が
ある池にしたい。子どもが安心して自然の中で遊
べるプレイパークとしての機能も備えたい。地下
壕も調査すれば戦跡公園としても観光にもなるの
では」と夢を語っていました。

「太田山公園・恋の森をきれいにする会」を取材

表紙の写真

表紙・特集「令和3年度予算」・議案審議・陳情・
議員発議・代表質問・一般質問・賛否のわかれ
た議案等・委員会の所管事項調査・オンライン
会議・市民の声・Topics


